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子供と老人に愛の徐行を

秋　の　交　通　安　全．運　動
9月22日　～10月1日

交
通
事
故
の
発
生
、
状

況
を
み
る
と
、
昭
和
四
十

五
年
以
来
、
死
傷
者
数
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

昨
年
は
史
上
最
高
の
減
少

率
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
死
亡
事
故
発

生
状
況
の
内
容
を
み
る
と

こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
率

は
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま

す
。今

回
の
運
動
で
は
、
「

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

特
に
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止
」
と

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
の
推
進
」
の
二
つ
を
重
点
目
標
と
し

て
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ
ど
も
や

老
人
の
横
断
は
赤
信
号
だ
と
思
っ
て
徐

行
す
る
な
ど
細
心
の
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。歩

行
者
の
皆
さ
ん
、
子
供
や
お
と
し

よ
り
が
道
路
を
わ
た
ろ
う
と
し
て
い
る

と
き
は
、
安
全
に
気
を
配
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
（
写
真
は
、
折
尾
署
員
の

老
人
交
通
安
全
教
室
の
お
話
し
を
聞
く

と
し
よ
り
の
方
た
ち
）

喪
パ
ス
の
無
事
故
運
動
蘭

9
月
2
2
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
北
九
州
市
交
通

局
で
も
同
時
に
交
通
安
全
運
動
を
行
な

い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

停
留
所
で
は

◎
　
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
、
さ
が
っ
て

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◎
　
か
け
こ
み
乗
車
は
危
険
で
す
。

◎
　
バ
ス
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
非

常
に
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ

う
。
と
く
に
幼
児
の
一
人
歩
き
は
さ

せ
な
い
よ
う
に
。

車
内
で
は

◎
　
お
と
し
よ
り
や
、
か
ら
だ
の
不
自

由
な
方
に
席
を
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

（
黄
色
の
座
席
は
お
と
し
売
り
や
身

障
者
の
た
め
の
優
先
席
で
す
）

◎
　
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で

す
。

◎
　
や
む
を
え
ず
急
停
車
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
つ
り
皮
や
手
す
り
に
お

っ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。
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1
0
月
1
日
は
法
の
日

1
0
月
ｌ
日
か
ら
「
法
の
日
」
週
間
で

す
。
私
た
ち
は
す
べ
て
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
、
平
等
で
あ
り
、
だ
れ
に

で
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
自
由
と
い
っ
て
も
勝

手
気
ま
ま
な
自
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
れ
で
も
同
じ
自
由
を
も
ち
、
す
べ

て
の
人
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

法
は
こ
の
よ
う
な
自
由
を
保
障
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
個
人
の
自

由
を
単
に
隣
人
の
侵
害
か
ら
守
る
こ
と

だ
け
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
、
国

な
ど
の
違
法
な
行
為
か
ら
個
人
を
守
る

任
務
も
持
っ
て
い
ま
す
。

法
に
よ
っ
て
個
人
の
基
本
的
権
利
を

守
り
、
ま
た
社
会
秩
序
を
確
立
す
る
こ

と
は
民
主
国
家
の
基
礎
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
起
こ
る
問
題

を
解
決
を
す
る
た
め
に
は
「
法
」
に
無

関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、
財
産
、

借
地
・
借
家
な
ど
の
問
題
か
ら
家
庭
内

の
親
子
・
夫
婦
、
相
続
問
題
な
ど
基
本

的
人
権
に
か
か
わ
る
こ
と
も
含
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
私
た
ち
は
経
験
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
事
む
ず
か
し
い
世
の
中
で
す
が
、

法
を
守
る
国
民
の
権
利
は
、
法
が
守
っ

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

問
題
を
抱
え
て
い
る
方
が
た
は
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社
会

折
尾
簡
易
裁
判
所

ｒ
タ
東

き
め
ら
れ
た

法
は

み
ん
な
で

ま
も
り
託

し
よ
う

日

時

　

1

0

月

1

8

日

　

1

1

時

～

1

6

時

場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

◇
家
事
相
談
室
◇

夫
婦
、
親
子
、
扶
養
相
続
の
問
題
な

ど
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
親
続
間
の
争

い
ご
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め

に
当
裁
判
所
で
は
家
事
相
談
室
を
も
う

け
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、
希
望
に
応
じ
て
相
談
日
に
審

判
や
調
停
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
便
宜
を
計
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目

福
岡
家
庭
裁
判
所
小
倉
支
部

◇
　
心
配
ご
と
相
談
◇

1
0
月
の
心
配
ご
と
相
談
は
次
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
1
0
月
6
・
2
7
日
　
い
ず
れ
も

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

宅
地
の
造
成
は
…
…

本
町
で
は
、
最
近
非
常
に
水
事
情
が

悪
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
既
存
の
瀾

笥
ｒ
－
づ
．
′

地
の
再
開
発
又
は
、
現
在
の
水
道
計
画

に
、
も
れ
こ
ま
れ
て
い
る
区
域
以
外
の
宅

・

　

・

・

－

　

　

－

地
開
発
に
つ
い
で
は
二
項
賀
帖
の
河
口
．

堰
監
期
成
等
打
よ
り
水
事
情
が
好
転
す

る
ま
で
の
間
、
許
可
を
し
な
い
方
針
に

ｌ

－

。

1

1

－

。

ｌ

決
定
し
ま
し
た
。

し
巧
が
っ
て
倉
今
後
宅
璃
遺
成
ｌ
を
璃
－

画
さ
れ
て
い
を
方
は
、
事
前
に
水
道
謀

1

．

1

．

一

1

1

．

－

・

1

Ｌ

・

－

．

　

　

　

1

と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

第
5
回
体
育
の
日

競
技
大
会
迫
る
／

◇
期
日
　
1
0
月
1
2
日
　
9
時
開
会

◇
場
所
　
婦
人
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ

ー
＝
水
巻
中
・
勤
労
青
少
年

体
育
館

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
水
巻

中
グ
ラ
ン
ド

お
問
合
せ
は
、
各
公
民
館
長
又
は
教

育
委
員
会
事
務
局
へ
　
（
営
6
9
1
－
0

4
0
3
）
。

保
育
園
・
小
・
中
学
校

運
動
会
の
開
催
日

秋
晴
れ
の
中
、
各
運
動
場
で
子
供
た

ち
の
歓
声
が
聞
え
る
季
節
で
す
。

お
子
さ
ん
の
運
動
会
は
、
勝
ち
負
け

が
目
的
で
な
く
、
最
後
ま
で
「
力
い
っ

ぱ
い
努
力
す
る
」
　
こ
と
が
大
事
で
、
た

の
し
い
秋
の
行
事
と
し
て
家
族
と
と
も

に
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

◇
第
1
・
2
・
3
保
育
園

1

0

月

1

9

日

◇
各
小
学
校

1

0

月

5

日

◇
各
中
学
校

9

月

2

8

日

は
び
こ
る
〝
黄
色
い
毒
草
〟

◇
合
　
同
　
相
　
談
◇

悩
み
や
心
配
ご
と
で
日
頃
困
っ
て
い

る
万
の
た
め
に
弁
護
士
や
専
門
の
職
員

を
招
い
て
次
の
よ
う
な
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

○
法
律
巡
回
相
談

弁
護
士
協
会
主
催
に
よ
る
も
の

○
行
政
相
談

行
政
や
事
業
の
不
満
や
苦
情
な
ど

○
心
配
ご
と
相
談

日
常
の
悩
み

ペ
配

ご
と

数
年
前
の
遠
賀
川
の
河
原
は
、
秋
と

も
な
る
と
ス
ス
キ
野
原
で
ひ
と
つ
の
風

情
あ
る
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
黄
色
い
毒

草
と
い
わ
れ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
に
と
っ
て
か
わ
り
、
景
観
を
破
壊
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ブ
タ
ク
サ
と
も
呼
ば

れ
る
こ
の
植
物
は
生
命
力
が
お
う
盛
で

2
刑
ほ
ど
に
も
の
び
、
こ
れ
が
繁
殖
す

る
と
こ
ろ
他
の
植
物
を
根
絶
し
密
林
化

し
て
い
き
ま
す
。
十
月
ご
ろ
の
開
花
期

に
な
る
と
黄
色
一
色
に
な
り
そ
の
花
粉

を
吸
う
と
ノ
ド
を
痛
め
ゼ
ン
ソ
ク
の
原

因
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宅
地
化
が
進
ん
で
行
く
な
か

で
空
地
と
い
わ
ず
道
路
沿
占
、
山
林
ま

で
人
が
手
を
つ
け
な
い
で
い
る
と
こ
ろ

に
ど
ん
ど
ん
侵
入
し
て
い
き
ま
す
。

住
居
地
の
空
地
に
繁
殖
し
て
い
る
と

防
犯
上
非
常
に
危
険
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
空
地
の
所
有
者
は
近
隣

の
居
住
者
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、

早
急
に
刈
り
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
地
区
ぐ
る
み
で
取
組
む
な
ど
、

草
刈
り
に
つ
い
て
役
場
原
生
課
に
相
談

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
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「

母
子
世
帯
な
ど
の
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
母
子
世
帯
な
ど
の
実
態
調

査
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
母
子
世
帯
（
準
母
子
世
帯

を
含
む
）
、
寡
婦
世
帯
及
び
父
母
の
い

な
い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯
の
母

子
福
祉
対
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
各
地
区
の
民

生
委
員
を
通
じ
て
実
態
調
査
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
世
帯
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
該
当
す
る
世
帯
で
調
査
に
も

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
調

査
期
間
内
に
地
区
民
生
委
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

寡

　

婦

　

世

　

帯

配
偶
者
の
い
な
い
満
四
〇
歳
以
上

満
六
十
五
歳
未
満
の
女
子
の
み
の
世

帯
。父

母
の
い
な
い
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
世
帯

両
親
の
い
な
い
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

準
　
母
　
子
、
世
　
帯

母

　

子

　

世

　

帯

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、
二
〇

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世

帯
。

母
子
世
帯
の
母
が
な
い
た
め
、
配

偶
者
の
い
な
い
祖
母
、
満
二
〇
歳
以

上
の
姉
、
及
び
伯
（
叔
）
母
が
家
庭

裁
判
所
の
審
判
に
基
づ
き
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯
。

「
福
祉
手
当
」
が

支
給
さ
れ
ま
す

1
0
月
1
日
か
ら
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
介
護
料
と
し
て
、
甘
4
0
0
0
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
条
件
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。該

当
者

◇
日
本
国
民

◇
重
度
身
体
障
害
者
（
手
帳
が
1
・
2

級
で
あ
る
こ
と
）

◇
精
神
薄
弱
者
（
Ｉ
Ｑ
2
0
以
下
）

◇
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

㊥
世
帯
主
が
1
6
3
2
0
0
0
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

㊥
扶
養
親
族
（
一
人
に
つ
き
）
2
2

0
0
0
0
円
を
加
算
で
き
ま
す
。

㊥
老
人
（
1
人
に
つ
き
）
2
5
7
5

0
0
円
を
加
算
で
き
ま
す
。

④
身
障
者
の
所
得
が
6
3
6
8
0
0

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

詳
細
は
役
場
厚
生
課
民
生
係
に
お
尋

ね
ノ
＼
だ
さ
い
。

計
童
〓
器
の
．

定
期
検
査

計
量
器
検
査
が
次
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
ま
す
の
汁
寅
所
有
店
慧
必
ず

受
検
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

日　　　　 時 Ｊう′ｊ　　 所 対 象 地 ．域

1ＯＨ 8 ｌｌ 樋　 Ｉｌ
猪 熊 ・梅 ノ本 Ｉく・

1りｌ桂 一 12時 公　 ｈ　 飴
，高松 仔

猫　 紳 ‾

ニッ頼 ｌズ

ｉ三

ユ（）‖ 8 日 ，眉 目ノ、二
ド＿‘二四

什十十

ｌｌ：肌羊：狛 分－ 10 け 公　 上モ ・鉦
・吉 川 ノ

・鯉 ｉｌ

1（汁1 9 日

1刷寺～ 1 付けｌ

、‘／‾届 伊 差 座 ・

姓 イ牛

古㌫ け

水 巻 町 1王

会　　 館

示 末 ・

れ 封二ご

1 0 日 1（ｉｊｌ 町　 全　 域

10 呵仁一12 時 しも れ ！二人 ）

法
令
講
習
会

交
通
安
全
協
会
で
は
次
の
日
程
で
法

令
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

◇
日
時
　
1
0
月
2
2
・
軍
日
　
午
後
7
時

中
間
～
水
巻
線

跨
道
橋
工
事
再
開

長
期
に
わ
た
っ
て
工
事
中
止
し
て
い

ま
し
た
節
原
跨
適
格
工
事
を
9
月
1
6
日

か
ら
再
開
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
工
事

区
聞
及
び
工
事
現
場
に
は
」
立
ち
人
ら

ぬ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

交　通　規　制‾
建設省遠賀川工事事務所では、遠

賀川右岸堤防の大型車輔（最大積載

量5ｔ以上）の通行禁止規制（ただ

し堰工事関係車及び建設省許可車は

除く）を9月15日から行なっていま

す。
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査

勢
調

国

ご協力ください

国
は
、
1
0
月
1
日
か
ら
、
全
国
い
っ

せ
い
に
第
1
2
回
目
の
国
勢
調
査
を
行
な

い
ま
す
。

こ
の
国
勢
調
査
は
、
明
る
い
暮
ら
し

と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
資
料
を
得
る

も
っ
と
も
重
要
な
調
査
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
9
月
2
4
日
か
ら
3
0

日
ま
で
の
間
に
、
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

調
査
票
に
は
、
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
人
（
長
期
滞
在
し
て
い
る
人
や

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
児
も
含
み
ま

す
）
を
も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

1
0
月
1
日
か
ら
5
日
ま
で
に
、
調
査
員

が
取
り
集
め
に
伺
い
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
決

し
て
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
る

以
外
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

安
心
し
て
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
、
御
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
に
つ
い
て
疑
問
の
点
が
あ

れ
ば
、
役
場
企
画
開
発
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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畜
犬
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

一
、
日
時
と
場
所

午
前
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

1

0

月

2

0

日

午
前

午
後

1

0

月

2

1

日

午
前

午
後

1

0

月

2

2

日

午
前

年
後

1

0

月

2

3

日

午
前

年
後

水
巻
町
役
場
別
館

古
賀
区
公
民
館
（
5
1
棟
（

高
松
区
労
務
横

樋
口
公
民
館

猪
熊
町
住
公
民
館

机
社
宅
公
民
館

二
町
住
公
民
館

下
二
町
任
公
民
館

・

1

0

月

2

4

日

年
前
　
君
田
ノ
二
公
民
館

年
後
　
吉
田
ノ
三
公
民
館

料
金
　
6
5
0
円
（
登
録
料
3
0
0
円

・
注
射
代
3
5
．
0
円
）

※
　
こ
の
日
程
に
も
れ
た
と
き
は
、
1
1

月
6
日
、
1
0
時
1
1
2
時
ま
で
水
巻
町

役
場
別
館
で
実
施
し
ま
す
。

°

　

　

°

婦
人
ガ
ン
の
検
診

◇
日
時
　
1
0
月
1
日

午
前
の
部
　
1
0
時

午
後
の
部
　
1
2
時
3
0
分

い
づ
れ
も
こ
の
時
間
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
料
金
　
5
0
0
円
（
1
3
0
0
円
は

町
が
補
助
し
ま
す
〕

◇
申
込
み
　
9
月
1
6
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
た
だ

し
、
先
着
1
0
0
名
で
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
．

◇
検
診
場
所
　
役
場
別
館

生
ワ
ク
投
与

（
小
児
マ
ヒ
予
防
）

一
、
該
当
児

④
第
一
回
目
の
服
用

．
　
生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
で
、
ま
だ

一
度
も
服
用
し
て
な
い
者

㊥
第
2
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
で
、
一
回

服
用
し
て
い
る
者

二
、
日
時
　
1
0
月
3
日
　
1
4
時
～
1
5
時

三
、
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

※
　
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生

係
に
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
　
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

※
　
当
日
の
体
温
を
必
ず
は
か
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
試
験

二
採
用
予
定
人
員
　
約
1
5
0
名

二
、
受
験
資
格
　
昭
和
2
3
年
4
月
2
日

か
ら
3
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

三
、
試
験
日
と
試
験
地

川
第
一
次
試
験
　
1
0
月
訪
日
8
時
3
0

分
～
1
7
時
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
自
明

小
倉
高
等
学
校

は
第
二
次
試
験
　
1
1
月
中
旬
　
福
岡

市
四
、
受
付
期
問
　
9
月
1
6
日
～
1
0
月
1
5

［
ロ

五
、
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
申
込
先

・
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係
（
含

0
9
2
・
7
4
1
・
2
2
3
1
）

福
岡
県
下
の
各
警
察
署

内
職
者
募
集

福
岡
県
内
職
公
共
職
補
導
所
で
は
、

内
職
を
募
集
し
て
お
り
、
そ
の
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

万
は
、
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

◇

　

日

時

　

1

0

月

2

日

◇
　
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
　
内
容
　
あ
み
も
の
・
ラ
ジ
オ
部
品

組
立
・
装
飾
人
形

疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

厚
生
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は

事
前
に
連
絡
を

一
、
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
庭
電
化
製
品
・
家
具
嬢
・
自
転

、
車
・
タ
タ
ミ
・
ト
タ
ン
・
一
斗
耀

・
一
升
確
・
廃
材

二
、
申
し
込
み
方
法

収
集
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
役
場

衛

生

係

（

智

6

0

1

・

4

3

2

1

）
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

（
電
話
で
も
結
構
で
す
。
〕

三
、
収
集
日

下
表
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

たすけあいを大きな輪に

〝
赤
い
羽
根
〟

募
金
に
ご
協
力
を

「
赤
い
羽
根
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

共
同
募
金
が
、
十
月
一
日
か
ら
全
国
一

せ
い
に
始
ま
り
ま
す
。

昭
和
二
十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

運
動
も
今
年
で
二
十
九
回
目
、
ま
ず
街

頭
募
金
か
ら
始
ま
り
、
芦
別
募
金
・
職

域
募
金
、
そ
し
て
法
人
募
金
が
行
わ
れ

こ
の
共
同
賃
金
も
み
な
さ
ん
の
暖
か

い
ご
支
援
で
毎
年
大
き
な
成
果
を
お
さ

め
社
会
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
心
か
ら
楽
し
い
生
活
を
送

れ
る
日
が
く
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん

方
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
共
同
募
金
に

お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
・

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
県
共

同
募
金
会
で
慎
重
に
事
議
さ
れ
、
各
福

祉
施
設
団
体
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
ま

た
地
域
の
福
祉
活
動
の
た
め
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
還
元
さ
れ
「
子
ど
も
の
遊

び
場
」
づ
く
り
や
、
気
の
ど
く
な
お
と

し
よ
り
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど

に
使
わ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
赤
い
羽
根
」
は
正
義

と
勇
気
を
象
徴
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
伝
来
で
す
が
、
あ
ざ
や
か
な
真

紅
の
羽
根
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
に

は
、
ど
な
た
に
も
似
合
う
ア
ク
セ
サ
リ

ー
で
す
。
こ
と
に
赤
い
も
の
を
胸
の
あ

た
り
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
な
い
男
性

も
、
こ
の
羽
根
だ
け
は
堂
々
と
つ
け
て

歩
け
ま
す
ド

日　曜　在　宅　医

9月21日　渡辺　医院　外　科　鼠　末691・2616

28日　楠本　医院　内児科　大膳橋093・24・0385

10月5Ｅｌ　前原　医院　内児科　樋　口691・0553

12日　坂口　医院　婦人科　頃　末691・2943

診療時間は9時－17時。原則として往診はしません0
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